
高田馬場駅周辺エリアまちづくりのこれまでの検討及び今後の検討
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平成28（2016）年3月、高田馬場駅の東側区域を対象に地元住民等を主体とした協議
会が設立され、平成30（2018）年12月に「高田馬場駅周辺地区まちづくり構想案」が
とりまとめられました。高田馬場駅周辺の地域課題を解決するため、令和2（2020）年
より、さらに駅の西側、北側を含めた広域的なまちづくりについて検討してきました。

高田馬場駅周辺の地域課題やまちの将来像を区民・事業者・行政等が共有し、連携
して広域的なまちづくりを進めるため、まちづくり方針を策定します。

「新しい都市づくりのための都市開発諸制度活用方針（令和２（2020）年12月 東

京都）」において「活力とにぎわいの拠点地区」に設定されている「高田馬場」の区
域及びそれに関連する範囲とします。

出典：事務局調べ
この地図は､東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺2,500分の1地形図を利用して作成したものである。(以降、同様）
（承認番号）3都市基交著第144号 （承認番号）3都市基街都第211号、令和３年10月28日

■人口年齢構成

■外国人の居住割合

■福祉施設の分布• 高田馬場は、単独世帯、若年層及び外国
人の居住割合が高くなっています。

• 高田馬場駅は、駅の乗降客数のうち約半
数が乗換利用となっています。

■駅利用者の自駅乗降客数と乗換客数(1日平均)

凡例

１．策定の目的と位置づけ

（２）対象範囲（本編P1）

（１）策定の目的（本編P1） （３）位置づけ（本編P2）

２．高田馬場駅周辺エリアの変遷と現況

若年層約５０％

※ユニバーサルデザインとは、年齢、性別、国籍、個人の能力にかかわらず、できるだけ多くの人が利用できるように、利用者本位、人間本位の
考え方から「快適な環境」をデザインすること

（１）「高田馬場駅周辺エリアまちづくり方針」の概要 資料4

2



３．高田馬場駅周辺エリアにおけるまちづくりコンセプト（本編P14-17）

（１）「高田馬場駅周辺エリアまちづくり方針」の概要
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駅前の賑わいをさらに創出するため歩行者中心の「シンボル空間」と、新たな人の流れと
賑わいを創出する「新たな玄関口」のまちの２つの顔づくりを行うなど、駅とまちを有機的
に結ぶまちづくりを進め、まちづくりコンセプトの実現を図ります。

■まちづくりの多様な主体イメージ

多様な主体が連携し、高田馬場のまちづ
くりを実現していきます。

本編P38 まちを育てる仕組み

まちづくりコンセプト実現のための基本方針を、以下の１０の分類ごとに整理します。

土地利用
（本編P20-23）

共同化・高度利用等による、バラエティあふれる都市機能
の集積と駅前拠点の形成

地域のシンボルとなる歩行者中心の広場空間の形成
地域交通の起点となる交通広場空間の形成
早稲田通りの商店街と連携した賑わいのある街並み形成

共同化・高度利用等による、バラエティあふれる都市機能
の集積と駅前拠点の形成及び個別建替えによる、細街路の
改善や駅前にふさわしい都市機能への更新

早稲田通りの商店街と連携した賑わいのある街並み形成

共同化または個別建替えによる、細街路の改善や駅前にふ
さわしい都市機能への更新

さかえ通りの界隈性などを活かした賑わいのある街並み形
成

※駅周辺の回遊性向上、老朽化建物の集積などの範囲より、駅中心か
ら概ね半径200ｍを「駅まち空間」と設定

駅東側ゾーン

駅西側ゾーン

駅北側ゾーン

都市機能
（本編P24-25）

街並み
（本編P26-27）

防災
（本編P28）

環境・みどり
（本編P29）

駅前広場
（本編P30-31）

歩行者
ﾈｯﾄﾜｰｸ

（本編P32-33）

自動車
ﾈｯﾄﾜｰｸ

（本編P34-35）

駐車/駐輪場
・荷さばき施設
（本編P36-37）

まちを育てる
仕組み

（本編P38）

〇ダイバーシティのまちにふさわしい都市機能の誘導
〇沿道空間と一体となった賑わい・生活サービス機能の誘導

〇駅前の顔づくり
〇賑わいとユニバーサルデザインが両立した空間づくり
〇ストリートの特性を活かした街並み形成

〇駅まち空間における防災機能の強化
〇駅周辺の防災対応力の向上

〇神田川と戸山公園をつなぐ道路沿いの緑化の充実
〇多層のみどりの創出
〇「ゼロカーボンシティ」実現に向けた取組みの推進

〇駅前広場の拡充・機能分担、交通結節拠点の形成
〇高田馬場のシンボルとなる歩行者広場の整備
〇高田馬場の新たな玄関口となる交通広場等の整備

〇ユニバーサルデザインに配慮した歩行者ネットワークの形成
〇ゆとりある歩行空間の形成

〇補助第72号線(駅前通り)の機能強化
〇駅周辺の道路環境の改善
〇将来の交通環境の変化を踏まえた道路空間の活用の検討

〇大規模開発等に連動した駐車場・駐輪場整備
〇地域の交通課題に対応する路上荷さばきスペース等の整備の検討

〇多様な主体の連携・協働によるまちづくりの推進
〇駅まち空間を中心としたエリアマネジメントの推進

■早稲田通り沿いイメージ（本編P31）

■まちづくりの基本方針（本編P14）

駅北側ゾーンより早稲田通りを臨
む



４．まちの将来像（本編P18-19）

（１）「高田馬場駅周辺エリアまちづくり方針」の概要
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まちづくり方針の策定を機に、地元のまちづくり機運の高まりに応じて、駅東側ゾーン、
駅西側ゾーンまたは駅北側ゾーンのまちづくりを段階的に進めていくことで、駅まち空
間の形成と共に、高田馬場駅周辺エリアにおける将来像の実現を図ります。

高田馬場駅周辺エリア
まちづくり方針の策定

駅西側･駅北側ゾーン
のまちづくり

駅東側ゾーン
のまちづくり

高田馬場駅周辺エリア
将来像の実現

５．まちの将来像の実現に向けて（本編P40-41）



（２）基盤整備等の検討
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駅東側ゾーンの歩行者広場（歩行者用）

広場機能広場機能

期待される効果期待される効果

駅東側ゾーンの交通広場（自動車用）
・

・新たな人の流れと賑わいを創出する
新たな玄関口
・バス乗降場
（駅東側に始終点があるため）
・タクシー乗降場
・一般車乗降場

広場機能広場機能

期待される効果期待される効果

○駅東側
・駅前広場
（歩行者、自動車）

将来像現況

駅前の賑わいをさらに創出するため歩行者中心の「シンボル空間」
（歩行者広場付近）と、新たな人の流れと賑わいを創出する「新たな
玄関口」（交通広場付近）の２つの顔づくりを行います。
また、駅東側ゾーンに集中している駅前広場は、駅西側ゾーンに拡
充及び機能分担し、快適な歩行空間の確保、交通利便性の向上を図り
ます。

※機能配置のイメージ図であり、
位置を限定するものではありません

・東西通路（東側）
・歩行者広場
・交通広場

■まちの２つの顔づくりと駅前広場の拡充

さかえ通り 駅前通り

出典:高田馬場駅周辺エリアまちづくり方針（令和４年７月）

【第1段階】
駅東側ゾーンのまちづくり

【第2段階】
駅西側・駅北側ゾーンのまちづくり
・東西通路（西側）
・駅前広場の拡充

駅北側から見た歩行者広場イメージ

現在の駅前広場内の路上駐車

出典:高田馬場駅周辺エリアまちづくり方針
（令和４年７月）

イベント空間としての街路や広場イメージ

・駅東側の交通利便性向上
・路上駐車の削減

・歩行者空間の拡充による快適性向上
・歩行者動線と自動車動線の交錯解消
・地域のお祭りなど、様々なイベントへの活用に
よる地域の活性化
・駅と駅前拠点を円滑につなげるバリアフリーに
配慮したネットワークの構築

・まちのシンボルとなる歩行者中心の空間
（既存駅前広場の歩行者空間の拡充）


